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日経平均株価　
　２万７５０９円４６銭　
　▲１０７円４１銭(前日比)

ＴＯＰＩＸ
　１９７０．２６
　　　▲５．０９(前日比)

日経平均の日足チャート

ＷＢＣは東京ドームからスタートする

今年はスーパーボウルとＷＢＣ
ミ
ズ
ノ
や
ア
シ
ッ
ク
ス
、
Ｎ
Ｘ
Ｈ
Ｄ

スポーツＢＩＧ大会満載スポーツＢＩＧ大会満載
　

昨
年
末
は
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
カ
タ
ー
ル
２
０
２
２
で
の

日
本
代
表
の
活
躍
に
沸
い
た
が
、
今
年
も
２
月
の
Ｎ
Ｆ
Ｌ
第
５
７
回
ス

ー
パ
ー
ボ
ウ
ル
、
３
月
の
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
（
Ｗ

Ｂ
Ｃ
）
２
０
２
３
、
そ
の
先
に
は
７
月
サ
ッ
カ
ー
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
、
９
月
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
控
え
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
満
載
だ
。こ
れ
ら
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
与
え
る
影
響
は
昨
年
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
な
ど
で

実
証
済
で
あ
り
、
個
別
銘
柄
を
含
め
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
開
催
が
迫
る
の

が
２
月
１
２
日
に
開
催

さ
れ
る
Ｎ
Ｆ
Ｌ
（
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
・
リ
ー
グ
）
の
２
０

２
２
年
シ
ー
ズ
ン
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
を
決
め
る
第

５
７
回
ス
ー
パ
ー
ボ
ウ

ル
。
今
年
は
Ａ
Ｆ
Ｃ
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
の
チ
ー
フ

ス
と
Ｎ
Ｆ
Ｃ
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
の
イ
ー
グ
ル
ス
が

ア
リ
ゾ
ナ
の
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
で
開
催
さ
れ
る
。

過
去
の
デ
ー
タ
で
は
Ｎ

Ｆ
Ｃ
が
勝
て
ば
そ
の
年

の
相
場
は
上

昇
、
Ａ
Ｆ
Ｃ

が
勝
て
ば
下

落
す
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、

的
中
率
は
８

割
と
も
言
わ

れ
て
お
り
、

日
本
人
に
は

直
接
関
係
な

い
試
合
な
が

ら
そ
の
動
向

は
投
資
家
と

し
て
注
目
を

怠
れ
な
い
。

　

そ
の
次
は

３
月
８

日
か
ら

か
ら
開

催
さ
れ
る
Ｗ
Ｂ
Ｃ
。
過

去
の
大
会
は
Ｍ
Ｌ
Ｂ
か

ら
の
主
力
選
手
の
出
場

が
少
な
く
盛
り
上
が
り

に
か
け
て
い
た
が
、
日

本
代
表
に
は
大
谷
翔
平

や
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有
、

米
国
に

は
ト
ラ

ウ
ト
や

タ
ー
ナ

ー
な
ど

タ
イ
ト

ル
ホ
ル

ダ
ー
が

続
々
と

参
加
す

る
。
昨

年
の
サ

ッ
カ
ー

Ｗ
杯
同

様
の
盛

り
上
が

り
が
予

想
さ
れ
る
。

　

日
本
代
表
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
を
提
供
す
る
ミ
ズ

ノ
（
８
０
２
２
）
、
大

谷
翔
平
選
手
に
グ
ラ
ブ

な
ど
を
提
供
し
大
谷
モ

デ
ル
を
販
売
す
る
ア
シ

ッ
ク
ス
（
７
９
３
６
）
、

大
会
公
式
ス
ポ
ン
サ
ー

の
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ 

Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
９
１
４

７
）
が
注
目
さ
れ
る
。

加
え
て
サ
ッ
カ
ー
同
様

に
観
戦
が
楽
し
め
る
英

国
風
パ
ブ
「
Ｈ
Ｕ
Ｂ
」

を
展
開
す
る
ハ
ブ
（
３

０
３
６
）
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
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１
月
第
４
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

好決算のグロース株狙う

　

前
週
の
東
京
市
場
は
上
値
は
重
い
も
の
の

底
堅
く
、
４
週
続
伸
し
ま
し
た
。
日
経
平
均
は

週
間
で
１
２
６
円
上
昇
し
て
い
ま
す
。
３
Ｑ
決

算
発
表
が
本
格
化
す
る
な
か
、
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
や
Ｅ

Ｃ
Ｂ
理
事
会
の
中
銀
イ
ベ
ン
ト
と
米
主
要
グ

ロ
ー
ス
企
業

の
決
算
を
消
化
す
る
材
料

満
載
の
１
週

間
で
し
た
が
、
予
想
通
り

Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
で

０
・
２
５
％
の
利
上
げ
が

決
定
さ
れ
、

利
上
げ
ペ
ー
ス
減
速
観
測

か
ら
米
ハ
イ

テ
ク
株
が
見
直
さ
れ
た
こ

と
が
支
援
に

な
り
ま
し
た
。

　

週
明
け
は

日
銀
総
裁
人
事
を
控
え
上

値
の
重
い
状

況
が
続
き
そ
う
で
す
が
、

決
算
に
つ
い
て
内

容
で
明
暗
を
分
け
て
い
る

も
の
の
、
好
決
算

銘
柄
へ
の
買
い
が
下
値
を

支
え
る
と
予
想
し

て
い
ま
す
。
米
国
株
市
場

で
は
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
通

過
後
、ナ
ス
ダ
ッ
ク
の
動

き
が
良
く
な
っ
て

お
り
、
米
ハ
イ
テ
ク
株
買

い
の
流
れ
が
継
続
す
る
か
を
確

認
し
な
が
ら
、
中
小
型
グ
ロ
ー

ス
株
を
中
心
に
好
決
算
銘
柄
の

買
い
場
を
探
る
考
え
で
す
。

ま
ず
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
Ｇ

の
決
算
に
注
目
。 

花
咲 

翁

子
育
関
連
軒
並
み
急
伸

少
子
化
対
策
に
期
待
高
ま
る

テノＨＤの日足チャート

　

週
明
け
２
３
日
、
テ

ノ.

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
７
０
３
７
）
、
グ

ロ
ー
バ
ル
キ
ッ
ズ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ
（
６
１
８

９
） 

幼
児
活
動
研
究
会

（
２
１
５
２
）
、
カ
ラ
ダ

ノ
ー
ト
（
４
０
１
４
）

な
ど
子
育
て
関
連
銘
柄

が
軒
並
み
値
を
飛
ば
し

た
。
少
子
化
対
策
の
拡

充
に
向
け
た
政
府
の
検

討
会
が
開
催
さ
れ
た
こ

と
が
引
き
続
き
材
料
視

さ
れ
た
。
岸
田
政
権
は

少
子
化
対
策
に
並
々
な

ら
ぬ
意
欲
を
見
せ
て
お

り
、
関
連
企
業
の
恩
恵

が
大
き
く
な
る
と
の
期

待
が
高
ま
っ
た
。

イ
オ
ン
北
売
出
で
需
給
懸
念

　

イ
オ
ン
北
海
道
（
７

５
１
２
）
が
大
幅
続
落
。

１
６
１
０
万
株
の
売
出

と
２
４
１
万
５
０
０
０

株
の
オ
ー
バ
ー
ア
ロ
ッ

ト
メ
ン
ト
に
よ
る
売
出

を
実
施
す
る
と
発
表
し

た
こ
と
で
需
給
悪
化
が

懸
念
さ
れ
た
。
売
出
株

数
は
最
大
で
発
行
済
み

株
式
数
の
１
３
・
３
％
。

イ
オ
ン
の
ほ
か
取
引
銀

行
な
ど
が
主
な
売
出
先

で
、
流
通
株
式
比
率
基

準
充
足
が
目
的
。
長
期

保
有
株
主
優
待
制
度
導

入
も
発
表
し
た
が
、
下

支
え
効
果
は
限
定
的
。

水戸証配当金下限２０円

 
 

　

水
戸
証
券
（
８

６
２
２
）
が
急
伸
、

年
初
来
高
値
を
更

新
し
た
。
同
社
は

２
０
日
の
取
引
終

了
後
、
第
六
次
中

期
経
営
計
画
期
間

（
２
０
２
３
年
３
月
期

か
ら
２
０
２
５
年
３
月

期
）
の
剰
余
金
の
配
当

に
つ
い
て
各
年
度
の
１

株
当
た
り
配
当
金
の
下

限
を
２
０
円
と
す
る
と

発
表
し
た
こ
と
が
好
感

さ
れ
た
。

サンオタスＳ高で新値
　

２
４
日
、
サ

ン
オ
ー
タ
ス
（
７

６
２
３
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
で
新

値
。
経
済
産
業

省
認
定
の
「
新

事
業
特
例
制
度
」

に
基
づ
き
、
Ｓ
Ｅ

Ａ‐

Ｂ
ｏ
ａ
ｒ
ｄ

（
電
動
キ
ッ
ク
ボ

ー
ド
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
）
の
実
証

を
湘
南
地
区
、

三
浦
地
区
へ
拡

張
す
る
と
発
表

し
た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け

た
移
動
手
段
の
構
築
と

慢
性
的
な
交
通
渋
滞
の

解
消
、
各
エ
リ
ア
の
観

光
振
興
に
取
り
組
む
。

ナ
カ
ボ
テ
ク
上
方
修
正
増
配

　

ナ
カ
ボ
ー
テ
ッ
ク
（
１

７
８
７
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

２
３
年
３
月
期
の
業
績

予
想
な
い
つ
い
て
、
売

上
高
で
１
３
５
億
円
か

ら
１
４
２
億
８
５
０
０

万
円
８
前
期
比
１
０
・

７
％
増
）
、
営
業
利
益
で

８
億
２
０
０
０
万
円
か

ら
１
１
億
４
０
０
０
万

円
（
同
７
・
３
％
増
）

へ
上
方
修
正
、
期
末
一

括
配
当
を
１
６
０
円
か

ら
２
３
０
円
（
前
期
２

２
０
円
）
へ
引
き
上
げ
た
。

主
力
の
港
湾
事
業
の
受

注
が
堅
調
で
、
地
中
事

業
の
需
要
も
回
復
し
た
。

エ
デ
ィ
ア
連
続
Ｓ
高

　

エ
デ
ィ
ア
（
３
９
３

５
）
が
連
続
ス
ト
ッ
プ

高
。
Ｎ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｄ

ｏ　

Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
用

ソ
フ
ト
「
テ
レ
ネ
ッ
ト

　

シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
版
を
６
月
８

日
発
売
決
定
、
予
約
受

付
を
開
始
し
た
こ
と
が

引
き
続
き
好
感
さ
れ
た
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
チ
ッ
プ
三
井
化
提
携

 
 

　

２
５
日
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
チ

ッ
プ
研
究
所
（
２
３
９

７
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。
三

井
化
学
（
４
１
８
３
）
と

の
資
本
業
務
提
携
を
発

表
し
た
。
同
社
の
遺
伝

子
解
析
、
診
断
分
野
、
特

に
、
大
学
病
院
、
公
的
機

関
、
製
薬
、
食
品
、
検
査

会
社
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
、
三
井
化
学
の

材
料
、
化
学
製
品
業
界

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
補
完

関
係
に
あ
り
、
新
た
な

研
究
開
発
や
新
分
野
領

域
へ
の
進
出
、
新
規
顧

客
獲
得
が
可
能
と
な
る
。
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大
手
提
携
解
消
で
競
争
激
化
懸
念

日本電産は急反落
今３月期利益予想下方修正

日本電産の日足チャート

 
 

　

２
５
日
、

日
本
電
産

（
６
５
９

４
）
が
急

反
落
。
２

３
年
３
月

期
の
業
績

予
想
に
つ

い
て
、
連

結
営
業
利

益
で
２
１

０
０
億
円

か
ら
１
１

０
０
億
円

（
前
期
比
３
５
・
４
％

減
）
へ
下
方
修
正
し
た
。

Ｉ
Ｔ
機
器
・
家
電
な
ど

の
出
荷
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
、

グ
ロ
ー
バ
ル
自
動
車
生

産
回
復
の
遅
れ
、
米
国

住
宅
着
工
件
数
の
ス
ロ

ー
ダ
ウ
ン
、
設
備
投
資

関
連
需
要
の
ピ
ー
ク
ア

ウ
ト
な
ど
環
境
は
厳
し

く
、
Ｅ
Ｖ
関
連
製
品
は

中
国
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に

よ
る
生
産
減
速
の
影
響

を
受
け
て
お
り
、
構
造

改
革
費
用
を
計
上
し
た
。

大
日
印
エ
リ
オ
ッ
ト
買
増
し

　

大
日
本
印
刷
（
７
９

１
２
）
が
急
伸
。
ア
ク

テ
ィ
ビ
ス
ト
の
米
エ
リ

オ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
同
社
株
式
を
買
い

増
し
た
と
伝
わ
っ
た
こ

と
を
受
け
、
需
給
や
株

主
提
案
な
ど
へ
の
思
惑

か
ら
買
わ
れ
た
。
エ
リ

オ
ッ
ト
は
５
％
弱
を
取

得
、
外
部
株
主
３
位
に

な
っ
た
と
し
て
い
る
。

  

海
運
株
が
大
幅
に
下
落

　

２
６
日
、
日
本
郵
船

（
９
１
０
１
）
、
商
船
三

井
（
９
１
０
４
）
、
川
崎

汽
船
（
９
１
０
７
）
の

海
運
大
手
が
大
幅
に
下

落
。
２
５
日
、
世
界
最

大
手
の
コ
ン
テ
ナ
船
会

社
Ｍ
Ｓ
Ｃ
（
ス
イ
ス
）
と

同
２
位
の
Ａ
Ｐ
モ
ラ
ー
・

マ
ー
ス
ク
（
デ
ン
マ
ー

ク
）
が
船
舶
を
共
同
運

航
す
る
「
２
Ｍ
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
」
を
２
５
年
１

月
末
で
終
了
す
る
と
発

表
し
た
こ
と
を
受
け
、

競
争
激
化
に
よ
る
オ
ー

シ
ャ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
Ｏ

Ｎ
Ｅ
）
へ
の
影
響
を
懸

念
し
た
売
り
に
押
さ
れ

た
。

日
パ
レ
ッ
ト
上
方
修
正

　

日
本
パ
レ
ッ
ト
プ
ー

ル
（
４
６
９
０
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。
２
３
年
３

月
期
の
業
績
予
想
に
つ

い
て
、
売
上
高
で
７
１

億
８
５
０
０
万
円
か
ら

７
２
億
円
（
前
期
比
１
・

５
％
増
）
へ
、
営
業
利

益
で
７
億
円
か
ら
９
億

５
０
０
０
万
円
（
同
２
．

１
倍
）
へ
上
方
修
正
し

た
。
レ
ン
タ
ル
稼
働
率

向
上
に
伴
う
貸
与
資
産

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス

ト
削
減
や
効
率
的
な
運

用
に
よ
る
収
支
改
善
が

想
定
以
上
に
進
ん
だ
。

http://www.ohmoriya.com/
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２
月
第
１
週
の
動
意
銘
柄

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 節分天井？

日々勇太朗

　先週の東京株式市場では日経平均
は４週続伸、ＴＯＰＩＸは４週ぶり
に反落となりました。米連邦公開市
場委員会（ＦＯＭＣ）を通過した米
国市場で、年内の利下げ期待が高ま
り、長期金利の低下を好感する形で
ナスダック市場が急騰。しかし、パ
ウエル議長会見ではそうした示唆は
見当たらず、違和感を覚える急騰劇
との印象です。しかし、米主要３指
数の中で出遅れていたナスダック指数が
とうとう２００日線をブレイクし、昨年
８月末水準を回復。昨年１０月以降形成
してきたＢＯＸ相場を上放れたことから
トレンド転換したことは重要です。
　日経平均は節分の３日に２万７６１２
円高値までありました。ただ、指数採用
の値嵩株による上昇であり、２月入り以
降は値下がり銘柄が目立つようになりま

した。１月相場が１２００円
超上げただけに、今月は調整
月となりそうです。

日
置
電
機
は
急
反
発

３
Ｑ
は
17
％
増
収
23
％
増
益

日置電機の日足チャート

　

２
６
日
、
日
置
電
機

（
６
８
６
６
）
が
急
反
発
。

同
社
は
２
５
日
の
取
引

終
了
後
、
２
３
年
３
月

期
の
第
３
四
半
期
累
計

（
４
～
１
２
月
）
決
算

を
発
表
、
連
結
売
上
高

で
３
４
３
億
７
１
０
０

万
円
（
前
年
同
期
比
１

７
・
２
％
増
）
、
営
業

利
益
で
７
０
億
７
０
０

０
万
円
（
同
２
３
・
０

％
増
）
と
大
幅
増
収
増

益
に
な
っ
た
。
脱
炭
素

化
に
向
け
た
世
界
各
国

の
取
り
組
み
を
受
け
、

重
点
市
場
の
計
測
器
需

要
は
引
き
続
き
高
い
状

態
で
推
移
し
た
。

信越化学は５日連騰
上方修正と増配、自己株買、分割

　

週
末
２

７
日
、
信

越
化
学
工

業
（
４
０

６
３
）
が

５
日
連
騰
。

２
３
年
３

月
期
の
業

績
予
想
に

つ
い
て
、

連
結
営
業

利
益
で
９

４
０
０
億

円
か
ら
９

９
５
０
億
円
（
前
期
比

４
７
・
１
％
増
）
へ
上

方
修
正
、
期
末
配
当
を

２
２
５
円
か
ら
２
７
５

円
（
前
年
同
期
２
５
０

円
）
へ
引
き
上
げ
た
。

シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
ー
な

ど
半
導
体
が
好
調
を
持

続
。
同
時
に
上
限
３
４

万
株
（
発
行
株
の
０
・

０
８
％
）
、
７
０
億
円

の
自
己
株
式
取
得
枠
の

設
定
と
１
対
５
株
の
株

式
分
割
を
発
表
し
た
。

ペ
ガ
サ
ス
上
振
れ
期
待
後
退

　

ペ
ガ
サ
ス
ミ
シ
ン
製

造
（
６
２
６
２
）
が
大

幅
続
落
。
２
３
年
３
月

期
第
３
四
半
期
累
計
の

連
結
決
算
は
、
営
業
利

益
２
３
億
円
（
前
年
同

期
比
８
０
・
７
％
増
）

と
大
幅
増
益
で
着
地
、

通
期
計
画
の
２
３
億
５

０
０
０
万
円
（
前
期
比

２
７
．
２
％
増
）
を
ほ

ぼ
ク
リ
ア
し
た
。
た
だ
、

直
近
３
カ
月
の
１
０
～

１
２
月
期
は
４
億
円

（
前
年
同
期
比
２
９
・

１
％
減
）
と
大
幅
減
益

で
、
大
幅
上
振
れ
期
待

が
後
退
し
た
。

公
開
価
格
の
３
・
７
倍

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
の
初
値

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

（
５
２
４
８
）
が
東
証

グ
ロ
ー
ス
市
場
に
新
規

上
場
、
公
開
価
格
１
０

０
０
円
の
３
・
６
５
倍

の
３
６
５
０
円
で
初
値

を
つ
け
た
。
映
像
ソ
フ

ト
制
作
、
Ａ
Ｉ
な
ど
デ

ジ
タ
ル
技
術
関
連
シ
ス

テ
ム
開
発
、
人
材
派
遣

会
社
向
け
業
務
管
理
シ

ス
テ
ム
を
手
掛
け
る
。

フ
ァ
ナ
ク
増
収
増
益
分
割

　

週
明
け
３
０
日
、
フ

ァ
ナ
ッ
ク
（
６
９
５
４
）

が
大
幅
続
伸
。
２
３
年

３
月
期
の
第
３
四
半
期

累
計
決
算
は
、
連
結
売

上
高
６
３
６
１
億
１
３

０
０
万
円
・
７
％
増
）
、

営
業
利
益
１
４
７
１
億

５
８
０
０
万
円
（
同
５
・

２
％
増
）
で
着
地
、
Ｃ

Ｎ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
が
中
国

を
除
き
高
い
レ
ベ
ル
で

推
移
し
て
い
る
。
併
せ

て
１
株
を
５
株
へ
株
式

分
割
を
発
表
し
た
。

日
本
Ｍ
＆
Ａ
下
振
れ
警
戒

　

日
本
Ｍ
＆
Ａ
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
２
１
２
７
）
が
ス
ト
ッ

プ
安
。
２
３
年
３
月
期

第
３
四
半
期
累
計
の
連

結
決
算
は
営
業
終
利
益

１
１
１
億
１
５
０
０
万

円
（
前
年
同
期
比
２
８
・

５
％
減
）
と
大
幅
減
減

益
で
着
地
、
通
期
計
画

に
対
す
る
進
捗
率
は
６

１
・
８
％
で
、
収
益
下

振
れ
が
警
戒
さ
れ
た
。

Ｍ
＆
Ａ
総
研
は
高
進
捗

　

Ｍ
＆
Ａ
総
合
研
究
所

（
９
５
５
２
）が
ス
ト
ッ

プ
高
。
２
３
年
９
月
期
第

１
四
半
期
は
、営
業
利
益

１
３
億
９
８
０
０
万
円

で
着
地
、
通
期
計
画
に
対

す
る
進
捗
率
は
４
４
・

４
％
に
達
し
、
収
益
上
振

れ
が
期
待
さ
れ
た
。
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カプコン 日本精線

３Ｑ減収減益も計画超過
４Ｑは新作寄与しデジタル販売好調

第３四半期は１３．４％増収
高機能・独自製品へ強い需要継続

　カプコン（９６９７）の２３年３月期の第
３四半期累計決算は連結売上高で７９６億７
１００万円（前年同期比９．６％減）、営業利
益で３３３億３２００万円（同５．０％減）、
営業利益で２３６億１０００万円（同１１．
６％減）となった。減収減益になったが、こ
れは前年同期に大型新作を発売計上した反動
によるもので社内計画比では上振れで推移し
ている。野村 謙吉取締役専務執行役員 最高
財務責任者（ＣＦＯ）は「第４四半期では新
作ではバイオハザード４リメイク版を計上す
るほかデジタル（ダウンロード）販売が好調」
とし、通期予想の連結売上高１２５０億円（前
期比１３．６％増）へ、営業利益５００億円（同
１６．５％増）へ、純利益３６５億円（同１２．
１％増）達成へ向けて視界は良好だ。

　日本精線（５６５９）の２３年３月期の第
３四半期累計（４～１２月）は連結売上高で
３７２億１５００万円（前年同期比１３．１
％増）、営業利益で３３億６６００万円（同９．
３％減）、純利益で２４億２９００万円（同９．
０％減）となった。半導体関連業界向けの超
精密ガスフィルター（ＮＡＳｃｌｅａｎ）や
太陽光発電パネルなどの製造プロセスで使用
される極細線に代表される高機能・独自製品
に対する需要の強さが継続したものの、その
一方で、ステンレス鋼線の流通在庫の調整に
よる販売量減少が操業度損増につながり減益
を余儀なくされた。通期は売上高４８５億円
（前期比８．３％増）、営業利益４４億円（同４．
３％減）、純利益３０億８０００万円（同３．
１％減）の従来予想を据え置いた。

先端産業向け好調で上方修正

バルカ一時Ｓ高で新値バルカーの日足チャート

 
 

 

　

３
１
日
、

バ
ル
カ
ー

（
７
９
９

５
）
が
一

時
ス
ト
ッ

プ
高
ま
で

買
わ
れ
、

昨
年
来
高

値
を
更
新

し
た
。
２

３
年
３
月

期
の
業
績

予
想
の
修

正
を
発
表
、

連
結
売
上

高
で
５
６
０
億
円
か
ら

６
１
０
億
円
（
前
期
比

１
４
・
７
％
増
）
へ
、

営
業
利
益
で
６
５
億
円

か
ら
８
５
億
円
（
同
２

１
・
９
％
増
）
へ
上
方

修
正
し
た
。
主
に
先
端

産
業
市
場
に
お
け
る
販

売
が
想
定
以
上
の
水
準

と
な
っ
た
。

ギ
ッ
ク
ス
営
業
益
12
倍

　
ギ
ッ
ク
ス
（
９
２
１

９
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
ま

で
買
わ
れ
最
高
値
を
更

新
。
２
３
年
６
月
期
第

２
四
半
期
累
計
の
単
体

決
算
は
、
売
上
高
８
億

３
０
０
万
円
（
前
年
同

期
比
８
１
・
０
％
増
）
、

営
業
利
益
１
９
５
０
０

万
円
（
前
年
同
期
比
１

１
・
５
倍
）
と
売
り
上
げ
、

利
益
が
急
拡
大
し
た
。

大
手
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の

デ
ー
タ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

継
続
し
て
拡
大
、
新
規

顧
客
開
拓
も
順
調
に
進

み
、
通
期
計
画
の
営
業

利
益
２
億
８
０
０
万
円

（
前
期
比
２
・
２
倍
）

を
ほ
ぼ
ク
リ
ア
し
た
。

ス
ト
ラ
イ
ク
大
幅
減
収
益

 
 

 
 

 

　

ス
ト
ラ
イ
ク
（
６
１

９
６
）
が
ス
ト
ッ
プ
安
。

２
３
年
９
月
期
第
第
１

四
半
期
の
単
独
決
算
は
、

売
上
高
１
９
億
６
９
０

０
万
円
（
前
年
同
期
比

１
６
・
４
％
減
）
、
営

業
利
益
５
億
５
８
０
０

万
円
（
同
３
７
・
４
％

減
）
と
大
幅
減
収
減
益

で
着
地
し
た
こ
と
を
嫌

気
し
た
売
り
が
か
さ
ん

だ
。
成
約
組
数
は
前
年

同
期
を
上
回
っ
た
も
の

の
、
大
型
案
件
の
期
ず

れ
で
案
件
単
価
が
下
落

し
た
こ
と
が
響
い
た
。

ジ
ェ
イ
テ
ク
17
期
ぶ
り
最
高
益

 
 

 
 

　

１
日
、
ジ
ェ
イ
テ
ッ

ク
（
２
４
７
９
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
ま
で
買
わ
れ
、

昨
年
来
高
値
を
更
新
し

た
。
２
３
年
３
月
期
の

連
結
業
績
予
想
に
つ
い

て
、
経
常
利
益
を
１
億

５
５
０
０
万
円
か
ら
２

億
１
５
０
０
万
円
（
前

期
比
８
３
・
１
％
増
）

へ
大
幅
に
上
方
修
正
、

１
７
期
ぶ
り
に
去
最
高

益
を
更
新
を
見
込
ん
だ

こ
と
を
好
感
し
た
買
い

を
集
め
た
。
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ス
ト
の
稼
働
が
順
調

に
進
み
平
均
単
価
も
上

昇
、
全
社
的
コ
ス
ト
削

減
効
果
も
表
面
化
し
て

い
る
。
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あじかん ハリマ化成グループ

２３年３月期予想下方修正
鶏卵価格想定大幅に上回る高値

３Ｑ営業減益も２８％増収
原料高響くが粘接着剤など伸びる
　ハリマ化成グループ（４４１０）の２３年
３月期第３四半期累計の連結決算は、売上高
７１８億２０００万円（前年同期比２８．１
％増）、営業利益２４億７７００万円（同１７．
２％減）、最終利益１９億８４００万円（同０
％）で着地した。海外は欧米で粘接着剤用樹
脂が伸び製紙用薬品も堅調に推移、国内では
販売価格の引き上げが進み３割近い大幅な増
収になった。ただ、原材料価格高騰の影響を
吸収し切れず粗利率が低下、営業段階では２
ケタ減益になったが、持分法投資利益の拡大
により最終段階では前年同期並みを確保した。
　通期は売上高９９０億円（前期比３０．１
％増）、営業利益２７億円（同１６．９％減）、
最終利益２５億円（同４３．２％増）と前回
予想を据え置いた。併せて株主優待を発表した。

　あじかん (２９０７)は２３年３月期の業績
予想を連結売上高は４７０億円（前期比３．
７％増）を据え置いたが、営業損益では６億
円の黒字から５０００万円の赤字（前年同期
５億６０００万円の黒字）へ、純利益で５億
円から１億５０００万円（前期比７６．４％減）
へ下方修正した。年末年始の繁忙期に業務用
食品の需要が拡大するなど、当初予想どおり
で推移しているものの、利益面では、諸コス
トが上昇するなか、主要原材料の鶏卵価格が
過去に類を見ない鳥インフルエンザの影響か
ら当初予想を大幅に上回る高値で推移してお
り、特に第４四半期以降の業績を大きく圧迫
する見込み。売価改定や原価低減、経費抑制
などの対策を講じているものの、原価・諸コ
スト上昇分を吸収できない見込みという。

期
受
注
見
通
し
大
幅
引
き
下
げ

レ
ー
ザ
テ
ク
大
幅
続
落

レーザーテック
 の日足チャート

 
 

 

　

１
日
、
レ
ー
ザ
ー
テ

ッ
ク
（
６
９
２
０
）
が

大
幅
続
落
。
２
３
年
６

月
期
第
２
四
半
期
累
計

の
連
結
営
業
利
益
は
１

８
１
億
２
４
０
０
万
円

（
前
年
同
期
比
４
１
・

６
％
増
）
と
大
幅
増
益

で
着
地
し
た
が
、
受
注

高
は
９
４
３
億
８
３
０

０
万
円
（
同
４
７
・
２

％
減
）
と
減
少
、
通
期

見
通
し
を
３
０
０
０
億

円
か
ら
１
８
０
０
億
円

（
前
期
比
４
４
・
４
％

減
）
に
大
幅
に
引
き
下

げ
た
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ

コ
ン
向
け
半
導
体
需
要

が
一
転
し
て
減
少
、
メ

モ
リ
デ
バ
イ
ス
メ
ー
カ

ー
を
中
心
に
設
備
投
資

抑
制
が
広
が
っ
て
い
る
。

フ
ァ
イ
ズ
上
方
修
正
増
配

　
フ
ァ
イ
ズ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
９
３
２
５
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
２
３

年
３
月
期
の
業
績
予
想

に
つ
い
て
、
連
結
売
上

高
で
２
２
５
億
円
か
ら

２
３
５
億
円
（
前
期
比

３
０
・
２
％
増
）
へ
、

営
業
利
益
で
９
億
円
か

ら
１
０
億
円
（
同
７
３
・

７
％
増
）
へ
上
方
修
正
、

期
末
配
当
を
８
円
か
ら

１
１
円
（
前
年
同
期
無

配
）
へ
引
き
上
げ
た
。

物
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営

受
託
事
業
の
安
定
稼
働

な
ど
が
寄
与
し
た
。

合同鉄黒字拡大し増配

 
 

 
 

　

２
日
、
合
同

製
鐵
（
５
４
１

０
）
が
一
時
ス

ト
ッ
プ
高
ま
で

買
わ
れ
、
昨
年

来
高
値
を
更
新
。

２
３
年
３
月
期

通
期
の
連
結
業

績
見
通
し
に
つ

い
て
、
営
業
利

益
を
７
５
億
円

か
ら
１
２
５
億

円
（
前
期
２
６

億
９
７
０
０
万

円
の
赤
字
）
へ

上
方
修
正
、
７

０
円
と
し
て
い
た
期
末

配
当
を
１
４
０
円
（
前

期
末
は
無
配
）
へ
大
幅

に
引
き
上
げ
、
年
間
配

当
１
９
０
円
（
前
期
無

配
）
と
し
た
。
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
価
格
の
調
整
局

面
が
想
定
よ
り
も
長
引

き
、
コ
ス
ト
改
善
が
想

定
以
上
に
進
捗
し
た
。

Ｅ
ガ
ー
デ
ィ
急
落
し
安
値

 
 

 
 

 

　

イ
ー
・
ガ
ー
デ
ィ
ア

ン
（
６
０
５
０
）
が
急

落
で
昨
年
来
安
値
を
更

新
し
た
。
２
３
年
９
月

期
の
第
１
四
半
期
決
算

を
発
表
、
連
結
営
業
利

益
で
前
年
同
期
比
１

３
・
１
％
減
の
４
億
６

９
０
０
万
円
と
な
っ
た

こ
と
が
嫌
気
さ
れ
た
。

セ
ン
タ
ー
新
設
に
よ
る

費
用
の
増
加
と
一
部
大

型
案
件
の
低
収
益
化
の

影
響
が
大
き
い
。
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～ 決 算 情 報 ～
Ｔ Ｏ Ａ 荒川化学工業

売上増額の一方利益減額
海外販売想定上回るもコスト負担増

２３年３月期減額で赤字拡大
欧州水素化石油樹脂の悪化顕著に
　荒川化学工業（４９６８）の２３年３月期
第３四半期累計の連結決算は、売上高６１４
億円（前年同期比２．４％増）、営業損益９億
９０００万円の赤字（前年同期３２億６５０
０万円の黒字）、最終損益２７億２１００万円
の赤字（同２１億１７００万円の黒字）で着地。
通期予想を売上高８３０億円から８１０億円
（前期比０．６％増）、営業損益１８億円の赤
字から２３億円の赤字（前期３３億４００万
円の黒字）、最終損益３５億円の赤字から３９
億円の赤字（同１５億２００万円の黒字）に
下方修正した。
　主力の光硬化型樹脂が低調に推移、ロジン
や石化原料などの原材料価格やエネルギーコ
ストの上昇が損益を圧迫しており、欧州の水
素化石油樹脂の収益性の悪化が顕著になった。

　ＴＯＡ（６８０９）の２３年３月期第３四半
期累計の連結決算は、売上高３１５億５４０
０万円（前年同期比８．３％増）、営業利益６
億１２００万円（同４６．７％減）、最終利益
８億８０００万円（同９．５％増）で着地。
通期予想を売上高４４０億円から４５５億円
（前期比１１．３％増）へ上方修正する一方、
営業利益２９億円から２１億円（同２．８％減）、
最終利益を２２億５０００万円から１７億円
（同１５．９％増）へ下方修正した。
　アジア・パシフィック、欧州・中東・アフ
リカなど海外販売が想定を上回り、円安効果
もあって売上高は前回予想を上回るが、原材
料価格の高騰や輸送コストの上昇などによる
営業費用負担が収益を圧迫する。ただ、年間
配当４０円は据え置いた。
 

直近３カ月１６％超の営業増益

日立製作所は急反発

日立製作所の
   日足チャート

 
 

 

　

２
日
、

日
立
製
作

所
（
６
５

０
１
）
が

急
反
発
。

２
３
年
３

月
期
第
３

四
半
期
累

計
の
連
結

決
算
は
、

調
整
後
営

業
利
益
５

２
７
４
億

９
９
０
０

万
円
（
前

年
同
期
比
８
・
９
％

増
）
で
着
地
、
直
近
３

カ
月
の
１
０
～
１
２
月

期
は
２
０
２
８
億
円
７

０
０
０
万
円
（
同
１

６
・
３
％
増
）
と
会
社

計
画
と
市
場
予
想
を
上

振
れ
、
２
ケ
タ
超
の
増

益
に
な
っ
た
こ
と
で
第

４
四
半
期
以
降
の
一
段

の
収
益
拡
大
を
期
待
さ

れ
た
。
グ
リ
ー
ン
エ
ナ

ジ
ー
＆
モ
ビ
リ
テ
ィ
事

業
が
想
定
以
上
に
好
調

推
で
、
円
安
効
果
も
大

き
か
っ
た
。

ソ
ニ
ー
Ｇ
上
方
修
正
増
配

 
 

 
 

　

週
末
３
日
、
ソ
ニ
ー

グ
ル
ー
プ
（
６
７
５

８
）
が
大
幅
続
伸
。
２

３
年
３
月
期
の
業
績
予

想
に
つ
い
て
、
連
結
売

上
高
で
１
１
兆
６
０
０

０
億
円
か
ら
１
１
兆
５

０
０
０
億
円
（
前
期
比

１
５
・
％
増
）
へ
、
営

業
利
益
で
１
兆
１
６
０

０
億
円
か
ら
１
兆
１
８

０
０
億
円
（
前
期
比

１
・
９
％
減
）
へ
修
正
、

未
定
と
し
て
い
た
期
末

配
当
を
４
０
円
（
前
年

同
期
３
５
円
）
と
し
た
。

ゲ
ー
ム
＆
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
サ
ー
ビ
ス
で
増
益
を

見
込
む
こ
と
が
要
因
。

シ
ス
テ
ナ
利
益
確
定
売
り

　
シ
ス
テ
ナ
（
２
３
１

７
）
が
急
落
。
２
３
年

３
月
期
の
第
３
四
半
期

累
計
決
算
は
、
連
結
売

上
高
で
５
４
３
億
３
４

０
０
万
円
（
前
年
同
期

比
１
５
・
５
％
増
）
、
営

業
利
益
で
７
０
億
１
３

０
０
万
円
（
同
１
０
・

１
％
増
）
と
２
ケ
タ
増

収
増
益
と
な
っ
た
が
、

株
価
は
１
月
１
６
日
の

３
８
０
円
か
ら
２
月
１

日
に
４
２
５
円
ま
で
一

本
調
子
で
上
げ
て
い
た

こ
と
か
ら
利
益
確
定
売

り
に
押
さ
れ
た
。

日
新
電
と
テ
ク
ノ
ア
ソ
Ｔ
Ｏ
Ｂ

 
 

 
 

 

　

日
新
電
機
（
６
６
４

１
）
と
テ
ク
ノ
ア
ソ
シ

エ
（
８
２
４
９
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。
親
会
社
の

住
友
電
気
工
業
（
５
８

０
２
）
が
両
社
の
完
全

子
会
社
化
を
目
指
し
て

Ｔ
Ｏ
Ｂ
を
実
施
す
る
と

発
表
し
た
こ
と
を
受
け
、

Ｔ
Ｏ
Ｂ
価
格
各
々
１
７

０
０
円
、
１
６
９
５
円

に
サ
ヤ
寄
せ
し
て
水
準

を
切
り
上
げ
た
。
両
社

は
賛
同
の
意
を
表
明
し

て
お
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｂ
成
立

後
は
上
場
廃
止
と
な
る
。
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大阪スタートアップ成長支援塾

Ｊ 

Ｐ 

Ｘ

大阪取引所で第１回講義開催

スタートアップ支援塾

　日本取引
所グループ
（８６９７）
大阪本社と
大阪府、大
阪市の「大
阪スタート
アップ成長
支援塾」の
第１回講義
が１月２７

日に大阪取引所５階オーバルで開催された。
　この支援塾は、大阪産業局等が運営するス
タートアップ対象の支援プログラムの卒業生が、
１年間にわたって資金調達から企業の成長戦略
（ＩＰＯ、Ｍ＆Ａ）までを体系的に学ぶ内容で、
大阪府、大阪市と大阪取引所が締結した国際金
融都市ＯＳＡＫＡの取組推進に関する事業連携

協定に基づき、
実施するもの。
　支援プログラ
ムを受けたス
タートアップに
対して、地域金

融機関や証券会社、監査法人などが講
師となり、実践に即した講義を提供す
ることにより、スタートアップの更な
る成長を支援し、リーディング企業の
輩出につなげていくもので今年１月か
ら１２月まで２カ月に１回、全６回の
開催を予定している。
　第１回は「成長資金の調達と地域経済
の活性化」と題して１５名の塾生が参加。
東京証券取引所の上場推進部の永田部長
の冒頭挨拶のあと、ＪＰＸ大阪本社推進担
当 田村統括課長から支援塾の説明が行わ
れ、大阪府市担当者から国際金融都市の
実現に向けた取組み、りそな銀行・池田
泉州銀行から金融機関の取組みについて
の説明がなされた。支援塾を通じた更なる成長
支援により、大阪から数多くのリーディング企
業の株式公開が期待される。

https://marketpress.jp/
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株街往来
星野三太郎の

～少子化の根本的原因～

 

　

岸
田
首

相
が
少
子
化
対
策
に
並
々

な
ら
ぬ
意
欲
を
示
し
た
こ

と
を
受
け
て
、
株
式
市
場

で
も
テ
ノ
．
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
が
安
値
か
ら
２
・

２
倍
に
な
る
な
ど
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
関
連
銘
柄
の
動

き
を
見
る
だ
け
だ
と
対
策

は
期
待
の
持
て
る
も
の
だ

と
思
っ
て
し
ま
う
が
、
冷

静
に
考
え
る
と
現
金
の
ば

ら
撒
き
や
単
純
な
子
育
て
支
援
だ
け
で
少
子
化
が
改
善
す

る
ほ
ど
単
純
な
甘
い
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
筆
者
の
母
が
居
住
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
親

と
同
居
す
る
中
年
の
独
身
が
こ
の
５
～
６
年
で
か
な
り
増

え
て
い
る
。
理
由
は
様
々
だ
ろ
う
が
、
筆
者
が
知
る
限
り

で
は
派
遣
な
ど
の
薄
給
で
結
婚
す
る
機
会
が
無
く
な
り
、

そ
の
ま
ま
親
と
の
同
居
で
月
日
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
の
も
の
。
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
動
画
が
無
料
で
見

れ
る
か
ら
自
宅
一
日
中
部
屋
に
い
て
て
も
暇
に
は
な
ら
な

い
と
い
う
話
も
聞
い
た
。

　

少
子
化
の
最
大
の
問
題
は
結
婚
し
な
い
人
生
に
不
満
を

持
た
な
い
人
が
増
え
た
こ
と
。
そ
れ
に
は
政
府
が
こ
の
数

十
年
間
進
め
た
終
身

雇
用
制
度
の
崩
壊
や

労
働
派
遣
法
の
拡
充
、

Ｉ
Ｔ
化
な
ど
に
よ
る

生
活
環
境
の
変
化
な

ど
が
複
雑
に
絡
ん
で

い
る
。

とばしまメモリー

ラッピング列車で鳥羽・志摩の魅力発信

 

近鉄グループＨＤ

「とばしまメモリー」デビュー「とばしまメモリー」デビュー

　

近
鉄
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
９
０
４
１
）
傘
下
の
近
畿

日
本
鉄
道
は
、
鳥
羽
・
志
摩
の
魅

力
を
発
信
す
る
新
た
な
ラ
ッ
ピ
ン

グ
列
車
「
と
ば
し
ま
メ
モ
リ
ー
」

２
編
成
（
１
編
成
２
両
）
を
デ
ビ

ュ
ー
さ
せ
る
。
１
編
成
目
は
、
「
と

ば
し
ま
メ
モ
リ
ー　

な
み
の
章
」

と
し
て
２
月
６
日
か
ら
、
２
編
成

目
は
、
「
と
ば
し
ま
メ
モ
リ
ー　

う

み
の
章
」
と
し
て
２
月
下
旬
か
ら

運
行
を
開
始
。

　

「
と
ば
し
ま
メ
モ
リ
ー
」
は
、
鳥

羽
市
、
志
摩
市
と
協
働
で
デ
ザ
イ

ン
や
名
称
を
考
案
し
、
鳥
羽
・
志

摩
エ
リ
ア
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
詰

め
込
ん
だ
「
乗
っ
て
楽
し
い
、
見

て
楽
し
い
」
観
光
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
。

主
な
運
行
区
間
は
伊
勢
中
川
駅
か

ら
賢
島
駅
（
一
部
、
近
鉄
名
古
屋

駅
か
ら
伊
勢
中
川
駅
間
も
運
行
）
で
、

運
賃
の
み
で
乗
車
可
能
。
現
在
、「
Ｍ

Ｅ
Ｅ
Ｔ　

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
！
伊
勢
志

摩
」
も
開
催
中
で
鳥
羽
・
志
摩
エ

リ
ア
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

Ｎｅｗ　ｐｒｏｄｕｃｔ

「贅沢搾りプレミアム」２月７日全国発売

春限定国産いよかん
ア
サ
ヒ
G
H
D

贅
沢
搾
り
プ
レ
ミ
ア
ム
春
限
定
国
産
い
よ
か
ん

 

　アサヒグループホ
ールディングス（２
５０２）グループの
アサヒビールは、「ア
サヒ 贅沢搾りプレ
ミアム春限定国産い
よかん」を２月７日
から全国で発売する。
　２月に旬を迎える
国産いよかん果汁を
５％使用したチュー
ハイ。いよかんの爽
やかな香りと甘みや
酸味が楽しめる。パ
ッケージは商品特長

が一目で分かるよう“国産果実使用”“贅沢搾
り　ＰＲＥＭＩＵＭ”“いよかん”と記載。和
紙をイメージした背景に桜の花びらを散らす
ことで春限定であることを訴求している。「贅
沢搾りプレミアム」の限定商品は、国産果汁
を使用することにこだわっている。希望小売
価格は１７２円（税別）。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
２
年
１
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。
h
t
t
p
:
/
/
m
a
r
k
e
t
b
a
n
k
.
j
p

小型株に資金が流入
テクニカル指標過熱感ないグロース

好
業
績
に
反
応
し
売
買
活
発

キャンバスの日足チャート

　日経平均
は１月の月
間ベースで
５．７％上
昇した。ハ
イテク株の
多いナスダ

ック総合株価指数は１１％上昇し、上昇率は２
００１年（１２％）以来の大きさとなった。ダ
ウ平均は３％上昇した。
　１月の特徴は２２年の株安局面で下げが大き
かった業種の上昇だ。Ｓ＆Ｐ５００の構成業種
ではＩＴ（情報技術）が９％、金融が７％それ
ぞれ上昇した。特に半導体や関連部品は１６％
上昇した。　個別銘柄でみるとアップルが１１
％、メタ（旧フェイスブック）が２４％、テス
ラが４１％それぞれ上昇。反転上昇の背景にあ
るのが景気のソフトランディング期待だ。２２
年１０～１２月期の米実質国内総生産（ＧＤＰ）
が前期比年率で２．９％増と堅調だった事やイ
ンフレの鈍化を受け、ソフトランディングの可
能性が高まった。
　また、１月の米株高はヘッジファンドによる
ショートカバー（買い戻し）と、ロングポジシ
ョン（買い持ち高）の追加によるテクニカルな
要因がある。日本でも海外投資家は１月に１兆
２５８８億円買い越した。１月は株価が上昇す
る確率が高いとされる「１月効果」がある。１
月の相場の方向性が年間相場の方向性を決める

という
アノマ
リー
（経験
則）も
よく知
られて
いる。
　日経
平均で
は２０
０７～

２２年まで
の１５年間
で１月の騰
落率が年間
騰落率と一
致したのは
８回と、過
半数を占め
ている。米
ハイテク株
の上昇に連
動して、日
本市場では
小型株が回
復している。
東証株価指
数（ＴＯＰ
ＩＸ）採用
銘柄のうち、
時価総額上位５００社を除いた銘柄で構
成する「ＴＯＰＩＸスモール指数」が２
カ月ぶりの高値となった。
　大型株が年初からの上昇が一服する中、
上方修正を発表した好業績銘柄などに資
金が向かっている。小型株は欧米の影響
を受け難い銘柄も多く、好業績に素直に
反応する。個人による小型株の売買はか
なり活発で、内需株や好調なテックなど
に資金が流れている。プライム市場に比
べ、グロース市場はまだテクニカル指標
が過熱感を示していない銘柄が多い。
　２月の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭ
Ｃ）は「ディスインフレのプロセスが始
まった」とパウエルＦＲＢ議長の発言が
あり、無事通り過ぎた。決算後のハイテ
ク株の上昇が続けば、日本では個人を中
心に好業績の小型株を物色する動きが続
くだろう。
　潮流銘柄はキャンバス（４５７５）、Ｂ
ＥＥＮＯＳ（３３２８）、ｍｏｎｏＡＩ　
ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ（５２４０）。

http://www.marketbank.jp/
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物の日足チャート

ドル円の日足チャート

底
堅
い
が
膠
着
感
強
い
展
開

日
銀
総
裁
人
事
に
関
心

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
１
２
６
円
高
と
な
り
４
週
連
続

高
と
な
っ
た
。
米
欧
中
央
銀
行
の

利
上
げ
が
市
場
の
予
想
通
り
と
な

っ
た
こ
と
で
波
乱
は
な
か
っ
た
が
、

３
週
間
で
約
１
８
０
０
円
強
上
昇

し
て
い
た
の
で
高
値
も
み
合
い
の

展
開
と
な
っ
た
。

　

先
週
は
２
万
７
４
０
０
円
台
を

中
心
に
週
間
で
値
幅
が
約
３

０
０
円
と
膠
着
感
の
強
い
相

場
で
あ
っ
た
。
２
万
７
５
０

０
円
台
に
乗
る
と
短
期
筋
は

売
り
を
入
れ
て
い
た
よ
う
だ

が
、
中
国
の
脱
コ
ロ
ナ
後
の
経
済

回
復
期
待
や
米
国
経
済
の
過
度
な

リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
懸
念
が
後
退
し
下

値
も
堅
い
展
開
で
あ
っ
た
。

　

今
回
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
急
速
に
金
利
を

引
き
上
げ
て
も
大
き
な
リ
セ
ッ
シ

ョ
ン
に
陥
ら
な
い
と
す
る
根
拠
と

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ば
ら
撒
か
れ

た
お
金
の
累
積
過
剰
貯
蓄
額
に
注

目
す
る
投
資
顧
問
が
あ
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
２
０
２
０
年
２
月
か
ら

の
累
積
の
過
剰
貯
蓄
額
は
２
２
年

１
２
月
に
１
・
５
兆
ド
ル
（
約
１

９
５
兆
円
）
と
ピ
ー
ク
の
２
・
４

兆
ド
ル
か
ら
減
少
し

た
も
の
の
ま
だ
余
裕

が
あ
り
、
こ
の
貯
蓄

を
少
し
づ
つ
切
り
崩

し
す
こ
と
に
よ
り
イ

ン
フ
レ
を
乗
り
越
え

る
と
い
う
も
の
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
景
気
サ
イ
ク
ル
が

読
み
に
く
く
な
っ
た

の
は
事
実
で
あ
り
、

経
験
則
が
通
用
し
な

く
な
っ
て
い
る
の
も

事
実
で
あ
る
。

　

日
経
平
均
に
し
て
も
チ
ャ

ー
ト
上
は
こ
こ
は
一
旦
調
整

す
る
と
こ
ろ
と
考
え
る
投
資

家
も
多
く
、
事
実
空
売
り
比

率
が
先
週
の
４
０
％
か
ら
４

５
％
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。

ま
た
、
マ
ク
ロ
系
の
フ
ァ
ン

ド
も
日
本
株
に
関
し
て
は
売

り
持
ち
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
多
い
。

　

週
末
に
は
節
目
で
あ
る
２
万

７
５
０
０
円
を
超
え
て
引
け
て

お
り
、
空
売
り
の
買
い
戻
し
が

入
れ
ば
一
段
高
も
期
待
で
き
る

状
況
だ
が
、
企
業
業
績
に
不
透

明
感
が
強
く
大
き
な
上
昇
は
見

込
め
そ
う
に
な
い
。
短
期
的
に

支
援
材
料
と
し
て
期
待
で
き
る
の

は
「
円
安
」
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

為
替
も
年
初
か
ら
の
急
激
な
円
高

が
落
ち
着
き
反
転
の
気
配
が
見
え

る
。

　

企
業
の
平
均
想
定
レ
ー
ト
で
あ

る
１
３
５
円
を
抜

け
て
く
る
と
株
の

買
戻
し
も
活
発
に

な
る
と
予
想
す
る
。

そ
の
面
で
も
１
０

日
に
発
表
予
定
の

日
銀
総
裁
人
事
に

は
注
目
が
集
ま
ろ

う
。
日
銀
総
裁
人

事
は
海
外
投
資
家

か
ら
も
注
目
度
が

高
い
た
め
、
今
週

も
底
堅
い
が
膠
着

感
の
強
い
展
開
を

予
想
す
る
。

　

チ
ャ
ー
ト
的
に
は
昨
年
８
月
１

７
日
の
高
値
（
２
万
９
２
２
２
円

７
７
銭
）
を
起
点
と
す
る
上
値
ト

レ
ン
ド
ラ
イ
ン
が
２
万
７
８
０
０

円
処
に
位
置
し
て
く
る
の
で
、
目

先
の
抵
抗
ラ
イ
ン
と
な
り
そ
う
で

あ
る
。
抜
け
て
く
る
と
１
２
月
１

５
日
の
窓
埋
め
（
２
万
７
９
８
７

円
５
４
銭
）
や
２
万
８
０
０
０
円

台
回
復
が
見
え
て
こ
よ
う
。
一
方
、

下
値
は
５
日
線
（
２
万
７
４
０
４

円
処
）
、
上
昇
す
る
転
換
線
（
２
万

７
３
８
２
円
処
）
、
７
５
日
移
動
平

均
線
（
２
万
７
２
４
５
円
処
）
、
雲

の
上
限
（
２
万
７
０
８
２
円
処
）

が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　

今
週
の
レ
ン
ジ
は
２
万
７
２
５

０
円
か
ら
２
万
７
９
０
０
円
を
想

定
す
る
。　
　
　
　

（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、
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記者の視点

相場見通し
ソフトバンクＧ
の日足チャート

トヨタの
    日足チャート

日
銀
総
裁
人
事
を
注
視

週
後
半
に
向
け
様
子
見
か
？

 

　

２
月
第
１
週
の

東
京
市
場
は
前
週

に
引
き
続
き
日
経

平
均
で
２
万
７
３

０
０
円
台
前
後
で
の
も
み
合
い

に
終
始
し
た
。
注
目
さ
れ
た
Ｆ

Ｏ
Ｍ
Ｃ
で
は
市
場
予
想
通
り

０
・
２
５
％
の
上
げ
幅
に
と
ど

ま
り
、
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
後
の
パ
ウ
エ

ル
議
長
会
見
で
は
年
内
の
利
下

げ
観
測
を
否
定
し
た
も
の
の
、

イ
ン
フ
レ
が
鎮
静
化
へ
向
か
い

始
め
た
と
の
認
識
を
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
捉
え
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

場
で
の
ナ
ス
ダ
ッ
ク
の
大
幅
高

を
背
景
に
週
末
に
は
２
万
７
５

０
０
円
に
乗
せ
て
引
け
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
で
の
急

ピ
ッ
チ
な
上
昇
を
受
け
て
パ
ウ

エ
ル
議
長
か
ら
は
牽
制
発
言
が

で
る
の
で
は
と
の
警
戒
感
が
あ

っ
た
が
、
「
１
２
月
か
ら
金
融

環
境
は
あ
ま
り
変
化
し
て
い
な

い
」
と
の
発
言
が
で
た
こ
と
で

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
安
心
感
が
拡

が
っ
た
よ
う
だ
。
今
週
は
７
日

の
ワ
シ
ン
ト
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ

ク
ク
ラ
ブ
で
の
パ
ウ
エ
ル
議
長

講
演
を
皮
切
り
に
８
日
に
ウ
イ

リ
ア
ム
ズ
Ｎ
Ｙ
連
銀
と
ウ
ォ
ー

ラ
ー
理
事
の
発
言
機
会
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
で
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
動
き
を
け
ん
制
す
べ
く

タ
カ
派
的
な
発
言
が
で
な
け
れ

ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
場
の
基
調
に
変

化
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
国
内
で

は
日
銀

の
次
期

総
裁
人

事
に
つ

い
て
１

０
日
を

軸
に
国

会
提
示

が
予
定

さ
れ
て

い
る
。

現
副
総
裁
の
雨
宮
正
佳
氏
が

選
ば
れ
れ
ば
円
安
に
つ
な
が

り
、
中
曽
宏
前
副
総
裁
な
ら

円
高
と
の
見
方
が
支
配
的
。

さ
ら
に
２
０
１
３
年
ま
で
日

銀
副
総
裁
を
務
め
て
い
た
山

口
廣
秀
氏
な
ら
超
金
融
緩
和
政

策
の
早
期
終
了
観
測
が
強
ま
り
、

急
速
な
円
高
か
ら
株
価
が
急
転

直
下
調
整
に
向
か
う
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
。
米
雇
用
統
計

が
無
事
通
過
し
て
週
初
は
２
万

８
０
０
０
円
に
近
づ
く
可
能
性

が
あ
っ
て
も
週
後
半
は
様
子
見

の
展
開
と
な
ろ
う
。

　

決
算
で
は
７
日
に
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
グ
ル
ー
プ
（
９
９
８
４
）
、

９
日
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
（
７
２

０
３
）
や
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

（
８
０
３
５
）
な
ど
主
力
企
業

の
発
表
が
相
次
ぐ
。

今週のスケジュール

 

・７日 12月家計調査
　　　 12月景気動向指数
　　　 米12月貿易収支
　　　 バイデン米大統領一般教書演説
・８日 1月景気ウォッチャー調査
・９日 1月マネーストック
・10日 1月国内企業物価指
　　　 政府は日銀正副総裁の後任人事案に
　　　 ついて2月10日を軸に国会提示を検討
　　　 オプションSQ
　　　 中国1月消費者物価、中国1月生産者
　　　 物価
　　　 米2月ミシガン大学消費者マインド指
　　　  数
・14日 10-12月期GDP改定値
　　　 米1月消費者物価
・15日 12月第三次産業活動指数
　　　 1月訪日外客数
　　　 米1月小売売上高
　　　 米1月鉱工業生産･設備稼働率
・16日 12月機械受注
　　　 1月貿易統計
　　　 米1月住宅着工件数
　　　 米1月生産者物価

編 

集 

後 

記

　

花
粉
症
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
。

前
年
の
夏
は
気
温
が
高
く
、
日

照
時
間
が
多
く
、
雨
の
少
な
い

と
い
う
花
芽
が
多
く
形
成
さ
れ

る
条
件
が
揃
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
飛
散
量
は
過
去
１
０
年
間

で
最
大
に
な
る
ら
し
い
。
筆
者

は
重
度
の
花
粉
症
で
毎
年
１
月

下
旬
か
ら
服
薬
す
る
な
ど
早
め

の
対
策
を
し
て
い
る
が
、
症
状

が
な
か
っ
た
人
が
発
症
す
る
ケ

ー
ス
も
増
え
る
と
い
う
。
今
年

は
花
粉
症
へ
最
大
の
注
意
が
必

要
と
い
う
こ
と
だ
。

　

順
調
に
戻
し
て
き
た
東
京
市

場
だ
が
、
上
値
が
重
く
な
っ
て

き
た
。
２
月
は
前
年
１
０
月
に

次
ぐ
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
、
日
銀

人
事
と
政
策
に
注
意
を
。

 

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


